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一般財団法人日本GAP協会について
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〇 JGFは2006年にGAPを開発・管理・運営する目的で有志による出資
により設立された財団法人です。

〇 現在 ASIAGAP / JGAP という2つの第三者認証プログラムを有する
認証プログラムオーナー（CPO：Certification Programme Owner ）。

〇 CPOとしての活動を通じ、安心安全・持続可能な農業の実現により
広く社会に貢献する事を使命としています。

日本GAP協会（Japan GAP Foundation ＝ JGF）

一般財団法人日本GAP協会について
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ミッション・ビジョン

ミッション

ASIAGAP/JGAPの認証プログラムオーナーとしての活動を通じ、安心・安全・持
続可能な農業の実現により、広く社会に貢献する。

ビジョン

 法令と社会規範を遵守し、公正、健全な活動を行う。
 健やかな社会を維持・発展させるための基礎である農業のあるべき姿をGAP

の普及・啓蒙を通じて実現する。
 GAPのプラットフォームとして国内外の関連組織と連携し、すべての機関にと

り有益な活動を展開する。

一般財団法人日本GAP協会について
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一般財団法人日本GAP協会について

沿線

 2002-2007年 流通・JA・行政等、多様なGAPが日本国内で作られる。

 2006年11月 NPO法人日本GAP協会 設立

設立の目的①：日本の業界標準のGAPを構築すること

設立の目的②：世界に通用する日本の本格的なGAPを創り、

普及すること

 2007年11月 JGAPの第三者認証制度がスタート

 2010年 6月 JGAP青果物2010を発表。農水省ガイドラインに対応

 2015年 1月 一般財団法人日本GAP協会、NPO法人GAP総合研究所の

2法人体制に発展
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一般財団法人日本GAP協会について

沿線

 2016年 5月 Basic及びAdvanceの2本立てとなる「JGAP2016」を発表

 2017年 3月 初の畜産のJGAPとなる「JGAP 家畜・畜産物」を発表

 2017年 7月 JGAP Advanceの改定版となる「ASIAGAP Ver.2」を発表

 2018年 5月 ASIAGAP Ver.2.1を発表

 2018年10月 Global Food Safety Initiative(GFSI)のベンチマーク要求事

項を満たした規格としてASIAGAPが承認

 2019年 6月 ASIAGAP Ver.2.2を発表、8月に発効

 2020年 3月から 新型コロナウィルス感染症の対応に関するレターを発行

 2020年 9月 JGAP遠隔審査ガイドライン（農産物）を発行
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一般財団法人日本GAP協会について

認証数と認証農場数の推移

● ASIAGAP/JGAPの認証数、認証農場数

下の表は各年3月末時点の認証数、認証農場数の推移

2020年3月末では、それぞれ 認証数：1,771 / 認証農場数：6,746 と増加。
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ASIAGAP / JGAP 基準 について
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ASIAGAP / JGAP 基準書の版の一覧

ASIAGAP / JGAP 基準 について
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ASIAGAP / JGAP 基準 について

ASIAGAP / JGAP ５つの原則
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日本・アジア
農場

審査・認証機関
審査員

（上級審査員、審査員）

JGAP/
ASIAGAP
認証農場

指導員
（上級指導員、指導員）

日本GAP協会

研修

認定

基準

各種情報

指導

審査・認証

契約

認定機関

研修機関

承認 情報等

ASIAGAP / JGAP スキーム

ASIAGAP / JGAP 基準 について
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ASIAGAP / JGAP 基準 について
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ASIAGAP / JGAP 基準 について
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ASIAGAP / JGAP 基準 について



Copyright of Japan GAP Foundation 15 / 40

ASIAGAP / JGAP 基準 について



Copyright of Japan GAP Foundation 16 / 40

GFSIについて



Copyright of Japan GAP Foundation 17 / 40

GFSI︓Global Food Safety Initiative
（世界⾷品安全イニシアティブ）

世界的に展開する⾷品企業が集まり、⾷品安全の向上と消費者の信頼
強化のため、協働して⾷品安全管理規格の承認等を⾏う⺠間団体。

GFSI

GFSIについて
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 監査コストの増⼤

 ⾷品安全スキームの多様化
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 監査コストの増⼤

 ⾷品安全スキームの多様化
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1996年 7⽉ ⼤阪府堺市で学校給⾷へのO-157汚染による⾷中毒事件

2000年 6⽉ 脱脂粉乳による⼤規模⾷中毒

2007年 6⽉ ⾷⾁偽装事件

2007年 12⽉ 製冷凍餃⼦への農薬混⼊

2008年 9⽉ 中国で⽜乳へのメラミン混⼊

2011年 4⽉ 焼⾁チェーン店でユッケによる⾷中毒

2015年 2⽉ ハンバーガーチェーンで異物混⼊

国内における近年の主な事件・事故

GFSIについて
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 ⾷品安全スキームの多様化

 監査コストの増⼤
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 ⾷品安全スキームの多様化

 監査コストの増⼤
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原料の調達・加工・生産の グローバル化

GFSIについて
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 ⾷品安全スキームの多様化

 監査コストの増⼤
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食品安全スキームの多様化

GFSIについて

農業や商取引等の事情を踏まえたGAPが世界各国・地域にあり、これはその一例。
もちろん JFS や ISO22000 等の食品加工・輸送・サービス業に対する食品安全ス
キームも上記の他に多数発行されている。
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 ⾷品安全スキームの多様化

 監査コストの増⼤
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GFSI設立の背景

GFSIについて

 BSEやダイオキシン等の⾷品事故の発⽣、遺伝⼦組換え作物問題等⾷品事
故の多発

 原料の調達・加⼯・⽣産の グローバル化

 ⾷品安全スキームの多様化

 監査コストの増⼤
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CGF GFSI Board Members
GFSI設立の背景

GFSIについて
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GFSI認定プログラム

GFSIについて
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GFSI認定プログラム

GFSIについて
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GFSI認定プログラム

GFSIについて
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認定の活用について
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GFSI認定プログラム

認定の活用について



Copyright of Japan GAP Foundation 34 / 40

食品安全スキームの多様化

認定の活用について
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食品安全スキームの多様化

認定の活用について
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日本・アジア
農場

審査・認証機関
審査員

（上級審査員、審査員）

JGAP/
ASIAGAP
認証農場

指導員
（上級指導員、指導員）

日本GAP協会

研修

基準

各種情報

指導

審査・認証

契約

認定機関

研修機関

承認 情報等

認定の活用について

ASIAGAP / JGAP スキーム

認定機関
認定
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審査・認証機関
審査員

（上級審査員、審査員）
• 初回認定審査
• 定期認定審査
• 臨時認定審査
• 更新認定審査

認定機関

認定の活用について

ASIAGAP / JGAP スキーム

日本GAP協会

• 情報連携

 認定情報
 苦情情報
 基準改定
 関連規格等
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認定の活用について

活用の例

 2016年 5月 Basic及びAdvanceの2本立てとなる「JGAP2016」を発表

 2017年 3月 初の畜産のJGAPとなる「JGAP 家畜・畜産物」を発表

 2017年 7月 JGAP Advanceの改定版となる「ASIAGAP Ver.2」を発表

 2018年 5月 ASIAGAP Ver.2.1を発表

 2018年10月 Global Food Safety Initiative(GFSI)のベンチマーク要求事

項を満たした規格としてASIAGAPが承認

 2019年 6月 ASIAGAP Ver.2.2を発表、8月に発効

 2020年 3月から 新型コロナウィルス感染症の対応に関するレターを発行

 2020年 9月 JGAP遠隔審査ガイドライン（農産物）を発行
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認定の活用について

活用の例

 2020年 3月から 新型コロナウィルス感染症の対応に関するレターを発行

 2020年 9月 JGAP遠隔審査ガイドライン（農産物）を発行
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⽇本ＧＡＰ協会（ＪＧＦ）
〒102‐0094 東京都千代⽥区紀尾井町3‐29
TEL: 03‐5215‐1112
E‐mail: info@jgap.jp
http://jgap.jp/index.html

ご清聴ありがとうございました


